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長
門
市

財
政
状
況
の
公
表

長
門
市
告
示
第
二
十
九
号

『
長
門
市
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
』
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
昭
和
三
十
九
年
九
月
三
十
日
現
在
に
お
け
る
、

木
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

昭
和
三
十
九
年
十
月
二
十
六
日

長
門
市
長

斎
木
正
熊

本
年
９
月
末
現
在
の
各
会
計
別

の
予
算
額
と
収
支
の
状
況
、
お
よ

び
市
債
、
市
有
財
産
の
状
況
は
、

そ
れ
ぞ
れ
表
に
掲
げ
た
と
お
り
で

す
が
、
ま
ず
、
本
年
度
の
予
算
に

取
り
上
げ
て
い
る
お
も
な
事
業
計

画
な
ど
の
あ
ら
ま
し
を
説
罔
し
ぎ

す
。一

般
会
計
に
つ
い
て
は
、
道
路

橋
梁
の
整
備
は
産
業
発
展
の
重
要

な
事
業
と
し
て
毎
年
度
財
政
の
許

す
限
り
改
良
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
本
年
度
は
、
都
市
計
画
街

路
事
業
で
懸
案
の
湊
上
市
線
（
市

役
所
前
）
の
湊
部
落
ま
で
の
貫
通

そ
の
他
一
般
市
道
で
は
黒
川
線
、

板
持
停
車
場
線
の
政
良
、
真
弓
の

木
線
舗
装
、
白
潟
橋
、
入
江
橋
の

改
修
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た

県
道
各
路
線
の
改
良
整
備
は
青
海

大
橋
を
含
め
た
総
事
業
費
約
１
億

２
千
万
円
に
対
す
る
市
の
負
担
金

八
一
六
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す

な
お
、
市
道
の
誦
読
は
昨
年
度
に

購
入
し
に
ロ
ー
ラ
ー
を
活
用
し
、

失
業
対
縦
事
業
で
重
点
的
に
実
施

す
ら
方
針
で
す
。

教
育
関
係
は
、
深
川
小
学
校
の

屋
内
体
操
場
建
築
の
た
め
の
地
質

検
査
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
や
運
動
場

外
柵
新
設
、
向
陽
小
学
絞
の
給
水

施
設
、
俵
山
小
学
校
の
水
源
池
整

備
、
通
中
学
校
の
調
理
室
改
造
、

仙
崎
中
学
校
の
移
転
用
地
造
成
、

深
川
中
学
校
の
自
転
車
置
場
な
ど

の
ほ
か
文
化
財
保
護
事
業
で
は
赤

崎
山
桟
敷
の
整
備
、
市
営
相
撲
場

の
転
用
整
備
事
業
費
を
計
上
し
、

逐
次
教
育
施
設
の

充
実
に
努
め
て
い

ま
す
。

農
林
水
産
業
関

係
は
、
農
山
漁
村

振
興
の
た
め
の
諸

施
設
整
備
や
樹
園

地
造
成
の
推
進
、

民
有
林
開
発
の
た

め
大
河
内
、
西
河

内
線
林
道
の
整
備
に
着
手
、
通
、

仙
崎
、
湊
の
三
漁
港
修
築
お
よ
び

仙
崎
漁
港
海
岸
保
全
事
業
の
継
続

、
沿
岸
漁
業
振
興
対
策
と
し
て
投

石
魚
礁
の
設
置
な
ど
が
お
も
な
内

容
で
あ
り
ま
す
。
な
お
本
年
の
異

常
干
ば
つ
の
た
め
多
く
の
農
家
で

は
多
額
の
経
費
を
投
じ
て
対
策
を

講
じ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
経
費
に
対
す
る
一
部
補
助
と

し
て
一
二
五
万
円
を
計
上
し
て
お

り
ま
す

民
生
関
係
で
は
、
俵
山
保
育
所

の
移
転
改
築
、
西
深
川
保
育
園
の

上
水
道
引
込
工
事
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
懸
案
の
通
保
育
園
の
改
築
は

国
の
補
助
認
証
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
止
む
を
得
ず
本
年
度
の
実

施
を
取
り
止
め
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
向
町
可
搬
ポ
ン
プ
購

入
そ
の
他
消
防
施
設
の
整
備
、
市

有
林
造
林
事
業
、
仙
崎
観
光
セ
ン

タ
ー
建
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

公
営
住
宅
の
建
設
は
、
三
十
八
年

度
で
特
定
計
画
の
板
持
田
屋
床
団

地
の
建
設
が
お
わ
り
本
年
度
は
新

し
い
団
地
の
建
設
を
見
合
せ
ま
し

た
が
、
本
市
の
住
宅
事
情
か
ら
み

る
と
、
な
お
相
当
数
の
住
宅
不
足

が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
今
後
の
建

設
計
画
に
つ
い
て
十
分
検
討
を
加

え
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計
で
は
、
前
年
度
に
継

続
し
て
仙
崎
終
末
処
理
場
の
建
設

を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
に
対
す
る
給

付
内
容
の
改
善
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
だ
結
果
県
内
市
町
村
に
さ
き

が
け
て
昭
和
四
十
年
一
月
一
日
か

ら
家
族
全
員
に
対
し
七
割
の
保
険

給
付
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。才

入
予
算
中
最
も
大
き
い
割
合

を
占
め
て
い
る
市
税
の
う
ち
市
民

税
個
人
所
得
割
は
、
昭
和
3
4
年
度

か
ら
毎
年
度
税
率
引
下
げ

又
は
扶
養
控
除
の
引
上
げ

な
ど
長
門
市
独
自
の
立
場

で
減
税
を
続
け
て
ま
い
り

ま
し
た
が
本
年
度
は
地
方

税
法
の
一
部
改
正
が
行
な

わ
れ
、
国
の
財
政
援
助
を

受
け
て
全
国
的
に
大
規
模

の
市
町
村
民
税
の
減
税
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

も
と
も
と
、
地
方
自
治

の
立
前
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
の
実
情
に
よ
っ
て

税
負
担
が
あ
ろ
程
度
相
違

す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な

い
こ
湎
で
あ
り
、
こ
れ
を

画
一
的
に
均
一
化
す
る
こ

と
は
む
し
ろ
自
治
行
政
の

禅
力
性
を
失
う
と
い
う
欠

（
以
下
二
面
に
続
く
）

予 算 現 額 と 収 支 の 状 況
１、 一　般　会　計 15339, 9. 30現 在 （単 位て 冂 ）

歔　　　 別

( 歳　　入)
予 算　 現 額　　 収 入 済 頏
金額(Ａ) 構成比(％) 金額(Ｂ) ! ! 　　 ｉ

市　　　　税
地 方 交付税
分担 金及 び 負 担 金
使用料及び手数料
国 庫 支 出金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄　 附　 金
繰　 入　 金
繰　 越　 金
諸　 収　 入
市　　　　 債

合　　　　 計

( 才　　　　出)

款　　　別
予　算　　現　額　　　支　n　 済　額
金額(い 柆躊比( ％) 淦瘋(Ｄ) Ｄ

議　 会　 費
総　 務　 費
民　生　費
衛　 生　 費
労　 働　 費
農林水産業費
商　 工　 費
土　 木， 費
消　 防　 費

教　育　費
災 害 復旧費
公　 債　 費
諸 支 出 金
予　 備　 費
合　　　　計

歳入歳出差引残
一 時 借 入 金
特別会計へ一時繰出
差 引 現 金 残

2、 特　 別　 会　 計
会　 片　 剛

公益質屋事業
公共 下 水道
交　 通　 船
国民健康保険

歳　　　 入
予 算現 額　収 入 済 額

才　　　　 出
予算現額　支出済額

歳入歳出
差　 引

一 般 会 計 よ り
一 時 繰 人

て　引
現金高

市　債　の　状　況 昭39,  9, 30 現 在
( 単 位千 円)

1、長期 債
（1 ） 借入先 別

区　　　　　　 分
大 蔵 省 資 金 運 用部
郵 政省 簡 易 保 険 局
農林漁業金融公庫
全 国 市 有 物 件 災害 共 済 会
山　　 口　　 県

計

－ 般 会 計　　　 公 益 質 屋 事業 会計　　 公 共 下 水 道 〃

（2 ） 目 的別
庁舎建設
災害復旧
教　　育
農林水産
造　　林

市民税減税補てん
土　　　　木
住　　　　宅
民　　　　生
消　　　　防

質屋運転資金
下水道建設

2、一時借入金
市有財産 の状況 昭39, 9, 30現在

土地
（ １ ）行 政 財産
市庁舎用地
学校　〃
公民館〃
保育園〃
公営住宅〃
その他の住宅
養老院〃
下水道〃
火葬場〃
と場　〃
そご)他〃

計
昂り 普通財産
宅　圸

田
山　林
雑秤珀
原　野
洲　汕

計

建物
（ １ ）行 政 財 産

市庁舎
学　校
公民館
保育園
公営住宅
その他の住宅
養老院
母子寮
下水道
塵芥焼却場
その他の建物

計
（２）普通財産

海上保安部住宅外８件

施設
船　舶
棧　橋
浮棧橋

出資金
山 口 県 信 用 保 証 協 会

2, 600, 000 円
山 口県 漁 業 信 用 保 証 協 会

500. 000
山 口 県 農 業 信用 基 金 協 会

1, 000, 000
全 国 治 水 砂 防 協 会

100, 000
山口県社会福祉基金協会

520, 000
日 本 電 信 電 話 公 社

107, 870
深 川 森 林組 合

433, 900
俵 山　 〃　　543, 000
仙崎　〃　　22. 500

計　　　5, 877, 270
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芸
術
文
化
の
秋

第
九
回
長
門
市
文
化
祭
は
じ
ま
る

十
一
月
三
日
文
化
の
日
を
巾
心

に
、
十
一
月
は
文
化
の
月
。

第
九
回
、
長
門
市
文
化
祭
は
、

一
日
の
仙
崎
地
区
民
体
育
祭
を
か

わ
き
り
に
、
と
り
ど
り
の
行
事
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。

行
事
の
内
容
は

展
示
会
、
発
表
会
、
体
育
の
三
部

に
わ
か
れ
て
い
ま
す
。

展
示
会
の
部

★
子
ど
も
作
品
展
（
一
日
１
五
日

）
県
、
市
、
学
校
内
な
ど
で
行

な
わ
れ
た
展
示
会
、
コ
ン
タ
ー

ル
な
ど
で
入
選
し
た
作
品
の
展

示
（
大
講
堂
ホ
ワ
イ
ェ
で
）

★
菊
花
展
（
一
日
ー
八
日
）

、大
輪
、
口
崖
、
盆
栽
な
ど
の
展

示
（
巾
役
所
玄
関
で
）

★
美
術
展
（
二
1
日
ー
二
七
日
）

絵
画
、
書
迫
、
彫
刻
、
陶
器
の

展
示
。
県
展
出
品
の
展
示
、
写

真
の
展
示
（
大
講
堂
ホ
ワ
イ
エ

で
）

★
く
ら
し
の
図
表
展
（
二
一
日
ー

二
七
日
）

日
常
の
く
ら
し
や
、
産
業
に
関

す
る
調
査
統
計
や
工
夫
発
明
し

た
も
の
を
図
表
に
あ
ら
わ
し
た

も
の
の
展
示
（
小
講
堂
）

発
表
会
の
部

★
子
ど
も
大
会
（
三
日
）

小
学
校
児
童
に
よ
る
童
話
コ
ン

ク
ー
ル
。
子
ど
も
議
会
。
い
つ

か
会
の
劇
。
ド
ン
グ
リ
会
の
手

品
な
ど
（
大
講
堂
）

★
邦
楽
演
奏
会
（
八
日
）

琴
、
尺
八
な
ど
の
和
楽
演
奏
（

大
講
堂
）

★
芸
能
発
表
大
会
（
一
五
日
）

鼓
笛
、
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
、
舞

踊
、
劇
、
郷
土
民
芸
の
公
演
（

大
講
堂
）

★
謡
曲
大
会
（
十
五
日
）

観
世
流
、
宝
生
流
の
発
表
会
（

公
民
館
和
室
）

★
短
歌
大
会
（
二
一
日
）

月
例
会
を
拡
大
し
、
広
く
市
民

の
参
加
を
求
め
作
品
を
展
示
（

公
民
館
和
室
）

★
婦
人
の
生
活
体
験
発
表
会
（
二

七
日
）

婦
人
の
日
常
生
活
の
意
見
や
体

験
、
婦
人
会
活
動
の
発
表
と
記

念
講
演
。
（
大
講
堂
）

★
郷
土
文
化
研
究
発
表
会
（
二
八

日
）
郷
土
文
化
の
状
況
や
、
そ

の
保
存
に
つ
い
て
の
研
究
発
表

（
小
講
堂
）

体
育
の
部

★
仙
崎
地
区
民
体
育
祭
（
一
日
）

仙
崎
地
区
民
に
よ
る
体
育
大
会

（
仙
小
グ
ラ
ン
ド
）

★
第
十
三
回
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
（

八
日
）
秋
吉
台
周
辺
の
ハ
イ
キ

ン
グ
（
貸
切
バ
ス
で
）

★
国
体
完
遂
記
念
第
一
回
部
落
対

抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

（
二
九
日
）
部
落
対
抗
形
式
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
男
五
人

女
四
人
）（
深
川
小
グ
ラ
ン
ド
）

道
路
上
に
は

物
を
置
か
な
い
で

最
近
は
交
通
量
が
急
激
に
ふ
え

、
交
通
亊
故
も
あ
と
を
た
ち
ま
せ

ん
。
　
こ
の
事
故
の
う
ち
で
も
、

道
路
上
に
物
が
置
い
て
あ
り
、
そ

れ
に
よ
る
も
の
ら
相
当
あ
り
ま
す

そ
こ
で
次
の
こ
と
を
、
み
な
さ
ん

方
が
守
っ
て
い
た
だ
き
交
通
事
故

の
な
い
安
全
な
町
に
し
ま
し
よ
う

１
　
道
路
を
つ
か
っ
て
店
舗
の
品

物
を
並
べ
な
い
。

２
　
農
作
物
や
海
産
物
な
ど
の
干

し
場
に
迫
路
を
使
用
し
な
い
。

３
　
営
業
上
、
一
時
的
に
駐
単
す

る
場
合
で
互
父
通
の
妨
害
と
な

ら
な
い
よ
う
に
駐
車
す
る
こ
と

４
　
夜
間
で
も
道
路
に
車
、
土
砂

、
木
材
な
ど
の
物
を
放
置
し
な

い
。

５
　
農
産
物
の
収
椪
に
よ
っ
て
、

荷
車
、
耕
う
ん
機
、
器
材
な
ど

を
道
路
に
放
置
し
な
い
。

交
通
法
令
の

講
　
習
　
会

3
9年
度
交
通
法
令
講
習
会
が
次

の
日
程
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

免
許
を
お
も
ち
の
方
、
原
付
お

よ
び
自
動
車
を
お
も
ち
の
方
は
残

ら
ず
受
講
の
こ
と
。

な
お
、
会
場
で
は
交
通
安
全
協

会
の
会
費
を
徴
収
し
ま
す
。

渋
木
地
区

1
1
月
1
6
日
　
大
畑
小
学
校

湯
本
、
板
持
地
区

1
1
月
1
7
日
　
向
陽
小
学
校

深
川
地
区

1
1月
1
9日
（
軽
免
許
以
上
）

1
1月
2
0日
（
原
付
免
許
の
み
）

い
ず
れ
も
深
川
中
学
校

仙
崎
地
区

1
1月
2
4日
（
軽
免
許
以
上
）

1
1月
2
5日
（
原
付
免
許
の
み
）

い
ず
れ
も
仙
崎
小
学
佼

通
　
地
区

1
2月
３
日
　
通
　
支
所

・
開
始
時
間
は
各
会
場
と
も
午

後
七
時
か
ら

ど
ん
ぐ
り
会
よ
り

よ
い
子
の
み
な
さ
ん
へ

よ
い
子
の
み
な
さ
ん
、
”
ど
ん

ぐ
り
会
〃
の
お
じ
さ
ん
達
は
、
み

な
さ
ん
が
、
熱
心
に
子
ど
も
会
を

し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
大
変
よ
ろ

こ
ん
で
お
り
ま
す
。

”
ど
ん
ぐ
り
会
〃
は
み
な
さ
ん

の
子
ど
も
会
の
お
役
に
立
つ
た
め

に
作
っ
た
も
の
で
、
第
九
回
長
門

市
文
化
祭
、
子
ど
も
大
会
も
、
お

じ
さ
ん
達
が
計
画
し
た
も
の
で
す

こ
の
夏
の
休
み
に
は
、
八
つ
の

子
ど
も
会
や
養
老
院
な
ど
に
ま
ね

か
れ
て
、
手
品
、
歌
、
ゲ
ー
ム
、

童
話
、
腹
話
術
な
ど
を
し
て
、
よ

い
子
の
み
な
さ
ん
に
よ
ろ
こ
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
会
の
み
な
さ
ん
！
み
ん

な
の
子
ど
も
会
に
〃
ど
ん
ぐ
り
会

を
よ
ん
で
下
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
お

金
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
じ
さ
ん
達

は
、
み
な
さ
ん
に
よ
ろ
こ
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
を
何
よ
り
の
よ
ろ
こ

び
と
し
て
お
り
ま
す
。

申
し
こ
み
は
、
長
門
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
へ
し
て
下
さ
い

尚
特
殊
な
技
術
を
お
も
ち
の
方

で
〃
ど
ん
ぐ
り
会
員
〃
に
な
り
た

い
方
も
ど
う
ぞ
お
申
込
み
下
さ
い

主
な
役
員

長
門
市
児
童
文
化
連
盟
（
通

称
ど
ん
ぐ
り
会
）

会
　
長
　
山
本
義
郎

（
元
深
川
小
学
校
長
）

副
会
長
　
久
保
義
彰

（
専
修
寺
住
職
）

”
　
　
佐
伯
大
一

（
柳
屋
食
堂
店
主
）

一
面
よ
り
続
き

陥
を
生
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
が
こ

れ
ま
で
の
二
つ
の
課
税
方
式
（
い

づ
れ
か
を
選
択
）
で
い
け
ば
、
両

者
の
税
負
担
に
著
し
い
不
均
衡
を

生
じ
、
税
制
と
し
て
は
ま
こ
と
に

不
合
理
と
い
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
こ
の
弊
害

を
と
り
除
く
と
と
も
に
、
国
の
施

策
で
あ
る
減
税
力
針
を
実
現
す
る

と
い
う
考
え
方
か
ら
所
得
割
の
課

税
方
式
を
全
国
統
一
化
し
税
率
も

標
準
税
率
を
設
け
且
つ
、
市
町
村

の
実
情
に
よ
つ
て
は
い
そ
の
一
、

五
倍
を
限
度
と
し
て
異
つ
だ
税
率

（
格
差
）
を
認
め
る
と
い
う
こ
と

に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
全
国
で
約
三
〇
〇
億

円
と
い
わ
れ
る
減
税
を
3
9、
4
0年

度
の
二
か
年
で
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
本
市
に
お
い
て
も
本
年
度
に

一
、
六
三
〇
万
円
の
減
税
を
行
な

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
減
税

に
よ
る
減
収
額
に
づ
い
て
は
、
国

か
ら
の
借
入
金
（
七
年
償
還
）
で

補
て
ん
し
、
こ
の
借
入
金
の
償
還

元
利
金
に
つ
い
て
は
毎
年
度
国
か

ら
補
助
金
そ
の
他
の
方
法
で
補
給

措
置
を
う
け
る
ご
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

次
に
表
に
よ
り
９
月
末
の
収
入

状
況
を
み
ま
す
と
、
一
般
会
計
で

県
支
出
金
が
特
に
低
い
収
入
率
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
理
由
は

補
助
金
の
大
部
分
が
建
設
事
業
に

対
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
事

業
の
実
施
時
期
等
の
関
係
か
ら
し

て
年
度
後
半
、
特
に
年
度
末
か
ら

出
納
整
理
期
間
中
垣
父
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
特
別
会
計
の
う
ち
公
共
下
水

道
事
業
会
計
に
つ
い
て
も
仙
崎
の

終
末
処
理
施
設
建
設
補
助
金
お
よ

び
市
債
な
ど
の
収
納
が
年
度
末
に

な
る
こ
と
か
ら
低
い
収
入
率
に
な

っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
予
算
の
執
行
に
伴
う

資
金
運
営
は
、
収
支
の
均
衡
を
保

ち
、
自
己
資
金
に
よ
る
効
果
的
な

運
営
を
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
本
年
度
は
、
年
度
当
初
に

極
短
期
間
の
一
時
借
入
れ
を
し
た

の
み
で
、
そ
の
後
は
自
己
資
金
で

あ
る
歳
入
金
の
み
に
よ
っ
て
円
滑

な
運
営
が
で
き
た
も
の
で
あ
り
ま

し
て
、
表
に
掲
げ
た
と
お
り
９
月

末
現
在
の
一
時
借
入
金
は
皆
無
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
3
9年
９
月
末
の
財
政
状
況

に
つ
い
て
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
ま

し
た
が
、
本
市
も
発
足
以
来
す
で

に
十
年
を
経
過
し
過
去
三
年
間
に

は
市
庁
舎
の
建
設
、
国
体
引
受
な

ど
の
大
事
業
も
終
え
た
も
の
で
あ

り
ま
し
て
、
本
年
度
か
ら
ま
た
新

し
い
意
気
込
み
で
長
門
市
発
展
の

た
め
の
町
づ
く
り
に
力
を
尽
く
し

て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。
今
後

の
市
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
市
民

の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
念
願

し
て
止
み
ま
せ
ん
。

お
願
い

ゴ
ミ
焼
き
場
へ
無
断
で

ゴ
ミ
を
す
て
な
い
で

最
近
、
白
潟
小
浜
の
市
営
ゴ
ミ

焼
き
場
へ
、
無
断
で
ゴ
ミ
を
運
ん

で
す
て
る
人
が
あ
り
ま
す
。

や
む
を
え
ず
、
こ
の
焼
き
場
へ

す
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き
は

管
理
人
（
正
明
市
三
区
、
柳
井
九

郎
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

か
ん
お
け
に
は

ビ
ニ
ー
ル
、
わ
た
な
ど

い
れ
な
い

火
葬
を
す
る
と
き
に
、
棺
お
け

の
中
へ
、
ビ
ニ
ー
ル
、
わ
た
、
紙

木
灰
な
ど
を
い
れ
て
あ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
い
れ
る

と
死
体
が
よ
く
焼
け
ま
せ
ん
か
ら

ゼ
ツ
タ
イ
に
い
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
　
な
お
、
カ
ン
ナ
ク
ズ
は
い

れ
て
も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん

（
市
民
課
衛
生
係
）

県
立
防
府
高
等

看
護
学
生
募
集

（
修
業
年
限
）

三
年

（
募
集
人
員
）

二
五
人

（
入
学
資
格
）

高
等
学
校
卒
業
者

（
願
書
受
付
）

4
0年
１
月
1
0日
か
ら
２
月
７

日
ま
で
。

（
試
験
期
日
）

4
0年
２
月
９
日
（
火
）
1
0日

（
水
）
　
二
日
間

（
試
験
科
目
）

国
語
（
作
文
を
含
む
）

数
学
一

理
科
（
化
学
、
生
物
の
う
ち

一
科
目
を
選
ぶ
）

英
治

そ
の
他
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、

県
立
防
府
高
等
看
護
学
院
（
防
府

市
八
王
子
町
）
。へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

東
京
羽
田
海
底
ト
ン
ネ

ル
へ
危
険
物
を
積
ん
で

は
通
行
で
き
な
い

こ
の
た
び
開
通
し
た
首
都
高
速

道
路
の
羽
田
海
底
ト
ン
ネ
ル
は
、

道
路
法
に
よ
っ
て
卮
険
物
を
積
ん

だ
卓
は
通
る
こ
と
は
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。

ま
こ
、
皇
居
に
近
い
千
代
田
ト

ン
ネ
ル
６
、
危
険
物
を
積
ん
で
は

通
り
な
い
よ
う
に
警
祭
で
は
要
望

し
て
い
ま
す
。

（
注
）
危
険
物
と
は
、
火
薬
類

石
油
類
　
高
圧
ガ
ス
な
ど
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
警
察
署
へ

お
た
ず
ね
の
こ
と
。

巡
回
税
務
相
談

と
　
き
　
三
十
九
年
十
一
月
十
日

午
前
1
1
時
ー
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
長
門
商
工
会
議
所

相
談
に
の
る
人

広
島
国
税
局
山
口
税
務
相
談
所

係
員

ふ
る
っ
て
ご
来
所
く
だ
さ
い
。

申
告
所
得
税
第
二
期
分

の
納
期
限
は
十
一
月
三

十
日
ま
で
。

お
忘
れ
な
く
早
目
に
納

付
い
た
し
ま
し
よ
う
。

第9回長門市文化祭行事予定一覧表
日　 昵

1
2
3
4
5
7
8

10
14
15

16
17
18
21
22
23
24
25
26
27
28
29

30

行　　 事　　 名

仙 崎地 区 民 体育 祭

子 ど も作 品 展示 会

子 ど も大 会 （文 化 の 日 ）

菊 花 展

山 口県 美 術 展

邦 楽 演 奏 会
第13 回 市 民 ハ イキ ン グ

芸能発表会
謡 曲 大 会

短 歌 大会
美　 術　 展

（ 勤 労 感 謝 の 日 ）

く ら し の図 表 展

婦 人 の 生 活 体 験 発 表 会

郷 土 文 化 研 究 発 表 会
岡 体 完 遂 記 念　　 第 １ 回 長 門 市
部 落対 抗 バ レ ー ボ ール 選 手 権 大 会

会　　場

仙崎小学校
大講堂ホワイェ
大講堂
市役所玄関

大講堂
秋吉台周辺

大講堂
中公和室

中公和室
大講堂ホワイェ

小講堂

大講堂
小講堂

深川小学校

時　　　　 間

9, 00- 16, 00

9, 00―17, 00

9,  ( J O―15, 00
9, 00―17, 00

13, 00- 17, 00
8, 30 ―18, 00

9, 00―16, 00
10, 00 ―18, 00

13, 00 ―17. 00

9, 00―17, 00

9, 00- 17, 00

9, 00―15, 00

9, 00 ―15, 00

8, 30 ―17, 00

日
－月
元

水
木
土
日
ｉ
火
±
8
1
　
月－
火
水
土
日
月
火
水
木
金
土
日
　
月
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